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不斉記憶型分子間共役付加反応の開発とその Manzacidin A全合成への応用
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【目的】当研究室では、不斉記憶型分子内不斉共役付加反応を報告している。1) 一
方、その分子間反応はこれまで報告されていない。そこで今回、不斉記憶型分子
間共役付加反応の開発および、それを利用したブロモピロールアルカロイドの一
種である Manzacidin A (1) の合成を目的に研究を行った。 
【方法】分子間不斉記憶反応の開発にあたって、その反応速度が分子内反応に比べ
て遅いため、中間体である C-N 軸性不斉エノラートのラセミ化が問題になると考
えられた。そこでマイケル受容体には電子吸引基を持つ反応性の高いデヒドロア
ラニン誘導体 3 を設計し、アラニン誘導体 2 との反応を精査した。さらに、得
られた , -ジアミノジエステル 4 を用いて Manzacidin A (1) の全合成を行った。 
【結果と考察】アラニン誘導体 2とデヒドロアラニン誘導体 3の反応条件を精査し、
目的物 4 を高収率かつ高エナンチオ選択的に得た。化合物 4 の酸処理により、
脱 Boc化とMOM基より生成するイミニウムへのアミンの付加が進行し、環化体 5 
が得られた。この化合物 5を数工程で Manzacidin A (1) へ誘導した。 
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